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地域経済を活性化させるためには、地域の現状や実態を正確に把握した上で、地域の実情・特性に応

じた主体的かつ効率的な施策立案及びその実行が必要不可欠となります。 

そこで、当所は日本商工会議所と連携し、国が提供する地域経済に係る様々なデータを見える化（可

視化）したシステム「ＲＥＳＡＳ（リーサス）」を活用し、桑名市の客観的なデータの取得・分析を行い

ました。地域の人口構成や将来人口をマップやグラフを用い表示していますので、今後の事業計画の一

助としてご利用下さい。 

①市内人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②昼間人口および夜間人口について 

 
昼間人口：129,743人、夜間人口：140,303人（昼夜間人口比率：92.47％） 

・ 総人口は 201５年頃をピークに、生産年齢人口は 2005年をピークに減少しています。 

・ 老年人口は 2020年以降はわずかに増加しつつあります。 

・ 転入数は転出数を上回っていますが、変動はおおよそ似た傾向にあります。 

・ 夜間人口が昼間人口を上回っており、域内の住民が通勤、通学のために域外に出ている状況。 

・ 域外から域内への流入元地域は、四日市市、東員町、いなべ市等が上位になっています。 

・ 域内から域外への流出先地域は、愛知県名古屋市、四日市市、いなべ市等が上位になっています。 
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③事業所数・従業者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④就業者の規模 

 

・ 事業所数は緩やかに下降傾向ですが、従業者数（地域内の仕事の数）は年々増加傾向にあります。 

・ 従業者数（地域内の就業者数）は就業者数（地域住民の就業者数）の▲11.8％で、域内の住民が域

外に働きに出ている傾向を示しています。 

・ 就業者数は全産業で近年増加傾向にあります。 

・ 産業別には第２次産業は減少していますが、第３次産業は増加しています。 
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⑤「製造業」事業所数・従業者数・製造品出荷額等の推移 

 

⑥産業別製造品出荷額等の変化 

 

・ 製造業の事業所数は2011年、2015年に一次的な増加が見受けられるものの、全体的には減少

傾向にあります。 

・ 従業者数は 2014年から 2018年でやや増加傾向にありますが、2008年のピーク時の水準に

は達していません。 

・ 製造品出荷額等は上下変動する傾向にありますが、2016 年から 2018 年はほぼ横ばいとなっ

ています。 

・ 製造品出荷額の内訳については、2008年に大部分を占めていた業務用機械器具製造業、電子部

品・デバイス・電子回路製造業が、近年は縮小し、全体的に平準化してきています。 

・ 食料品製造業は 2008から 2018年で徐々に増加しています。 
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事業所数
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(19,675.08百万円)

プラスチック製品製造業（別掲を除く）

(13,543.95百万円)

電気機械器具製造業

(16,422.75百万円)

金属製品製造業

(17,271.87百万円)

生産用機械器具製造業

(27,385.83百万円)

業務用機械器具製造業

(31,563.26百万円)

輸送用機械器具製造業

(32,085.72百万円)

鉄鋼業

(45,850.16百万円)

食料品製造業

(52,718.45百万円)

電子部品・デバイス・電子回路製造業

(63,103.28百万円)

はん用機械器具製造業

(76,058.56百万円)

（百万円）
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⑦「小売業」事業所数・従業者数・年間商品販売額の推移 

 

⑧小売業（主要３項目）年間商品販売額（２０１６年） 

 

※特化係数：域内のある産業の比率を全国の同産業の比率と比較したもの。  

1.0を超えていれば、当該産業が全国に比べて特化している産業とされる。 

・ 小売業の事業所数は、2012年まで減少していましたが、2012年から2016年は回復基調にあ

ります。 

・ 従業者数は、1994年から 2004年は右肩上がりだったものの、リーマンショック後の 2012年

に急減しています。2012 年以降は増加傾向にあるものの、ピーク時の水準までには回復してい

ません。 

・ 年間商品販売額は、上下変動しつつも、2016年までは急増しています。 

・ 小売業の年間商品販売額からみた特化係数（全国に比べて特化している産業）では、織物・衣服・身

の回り小売業が 5.55 と高い係数を示しています。アウトレットや大型店に特性が表れていると思

われます。 

・ 飲食料品小売業の特化係数は 1.96と比較的高い係数を示しています。駅前や郊外での新規開業

が進んでいるものと思われます。 
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⑨地域で所得（付加価値）を稼いでいる産業について 

 

 

⑩２次産業の稼ぐ力（１人当たり付加価値額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 上記の２つのグラフから桑名市で付加価値額が大きな産業は、「はん用・生産用・業務用機械」であ

り、次いで「住宅賃貸業」、「鉄鋼」、「小売業」で、これらの産業が地域の中枢となっています。 

・ 付加価値額のうち、１次産業が 0.4％、２次産業が 51.1％、３次産業が 48.5％を占めています。 

全国平均に比べて２次産業の比率が高いものづくりの強いまちであることを示しています。 

  （全国平均：１次産業：1.1%、２次産業：26.6%、３次産業：72.3%） 

・ 第２次産業のうち「はん用・生産用・業務用機械」の付加価値構成比が最も高く、労働生産性も全国

より高くなっています。次いで「鉄鋼」の付加価値構成比が高く、労働生産性も全国より高いものと

なっています。 
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⑪３次産業の稼ぐ力（１人当たり付加価値額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫域外から所得を獲得している産業は何か 

 

 

・ 桑名市では、第３次産業のうち「住宅賃貸業」の付加価値構成比が最も高く、労働生産性も全国よ

り高くなっています。次いで「小売業」の付加価値構成比が高く、労働生産性も全国より高いもの

となっています。「住宅賃貸業」には統計上、持家を借家と仮定したサービスの価値（帰属家賃）が

含まれるため、ベッドタウンである桑名市においてこの数値が高くなっているものと推測されます。 

・ 域外から所得を獲得している産業は「はん用・生産用・業務用機械」、「鉄鋼」、「小売業」、「その他の

サービス」、「電子部品・デバイス」、「教育」等です。これらは、域内での生産額が大きい産業であり、

地域で強みのある産業と言えます。 

 

 

 



 

7 

 

地域経済の構造について 

 

⑬桑名市の経営構造は「ベッドタウン」の特徴 

地域経済循環図を分析することで、地域における経済構造の特徴を掴むことができます。 

ここでは「政治経済中心都市」「製造業都市」「観光都市」「ベッドタウン」の４つの分類があり、例えば製

造業都市の場合は地域経済循環率が高くなり（１００％以上）、ベッドタウンの場合は低くなります。 

また、観光都市の場合は「地域外からの流入」が高くなります。 

桑名市の場合は所得への分配が５,４７９億円に対して所得からの支出が６，０６９億円となっており、

地域経済循環率が９０．３％となっています。 

４類型の中では「ベッドタウン」の特徴を示しています。 

※地域経済循環図とは 

経済を「生産」→「分配」→「支出」→「生

産」・・という循環する流れと捉えることがで 

きますが、特に地域経済においては、循環 

途中に生じる地域外との流出入が重要となり

ます。 

地域経済の循環の流れを太くすることは、地

域経済の発展につながります。具体的には、

「観光売上」や市内で生産した商品を市外へ

販売することなどを増やすことです。 

一方で、市外で生産された商品を市内で購

入することや桑名市内で稼いだ所得を外に

出すことを減らすことも重要です。 

億円 億円 

億円 
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地域の特徴について 

 

全体のまとめ 

 

桑名商工会議所では、半期に一度当所会員事業所を対象に景況調査を実施しており、地域の経済動

向の情報を発信しています。今回の地域経済分析についても当所ホームページに掲載してありますの

で、桑名地域の現状を把握して今後の事業計画の一助としてご利用下さい。 
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